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ダッズ村　父子が創る父子の為の
地域子育て支援拠点
ダッズ村プロジェクト［京都府城陽市］

団体設立の経緯
私たちメンバー全員は、普段は普通に仕事をしているその辺にいるオ
ヤジです。
メンバ-のうちの2名が子どもと共に畑を開墾するという、私的目的からス
タートしたプロジェクトです。その開墾という「仕事」が子どもの創造力を
掻き立てるということを感じていました。
そんなとき、現代表者である脇本から、「子どもの幸せプロジェクト」の馬
見塚珠生さんの呼びかけによる「現役の父親たちが次世代の親となる
若者や子どもたちの育成に貢献するきっかけを作るプロジェクト」に関
わっているので、協力してほしいとの要請がありました。
まずは、「キックオフ会」という名の「飲み会」を開き、ものづくり素人のオ
ヤジと子どもだけで秘密基地をつくるという方向が確認されました。
秘密基地をつくるための敷地の草刈りから始めることで、共に汗を流し
ました。ものづくりという「無形の価値=経験」を通じて、父親同士が、い
つの間にか自然と交流していく姿を見たことで、「ものづくり」をツールと
して地域になんらかの影響を与えられるのではと、皆で話し合い、ダッズ
村プロジェクトとして活動を開始しました。　

地域概要
京都府城陽市青谷地区は、城陽市の南端に位置し、京都府下一を誇
る青谷梅林や宇治茶の産地として有名です。古くは、「青谷村」と呼ば
れていましたが、昭和26年城陽町（市）に編入されました。東には低い
山々を負い、西には木津川が流れ、梅林や茶畑が風景をつくる、風光明
媚な地域でありました。
しかし、近年、新たなバイパス道路や工業団地建設による工場誘致によ
り、自然環境が変化し、宅地開発による郊外化の波も押し寄せてきて
います。
更に、高齢化・後継者難に伴う青谷梅林の休耕田の増加などの問題が
発生しています。ダッズ村プロジェクトでは、京都市や宇治市のような観
光資源や名産品を青谷地域の「誇り」には据えず、淡々と営まれてきた
この地域の先人たちの「日々の生活」が「誇り」であると考えます。
その「日々の生活」が形づくってきたのが、青谷の風景です。今、まさにそ
の風景が崩れようとしている中で新たな「ダッズ村」という風景をつくる
為に、「日々の生活」や「社会の在り方」を見直しています。

ダッズ村プロジェクト［京都府城陽市］

次代の建築業界を支える学生と大
工になりきるオヤジたち

設立年月･･･2013 年 6 月
メンバー数 ･･･16 名
代表者名 ･･･ 脇本尚憲（わきもと・たかのり）
連絡先 ･･･ 〒 617-0006　京都府向日市上植野町南開 1-14
☎ 090-4039-4089　dazaodani2013@gmail.com
http://kyotosyohyaka01.com/
https://www.facebook.com/dadsvillage
団体のミッション･･･ 現役のお父さんたちが、子どもたちの育成に貢献するきっかけとして

「原理原則のものづくり」「忘れてしまった本気の遊び」を利用し、
家庭や地域の安全安心を生み出していくことを目的としています。
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活動に至った理由や背景

現代社会においては、ワンストップサービス・人口
減少等により「お客様体質」の親や子どもが増え、そ
れに準じて、「学校」「幼稚園」「保育所」を含む「社
会全体」がサービス業化しつつあり、まさに、思考
停止状態でも物事が動いていくという「便利な世の
中」であると考えます。

しかし、この状況を誰もが疑問に感じてもいます。
我々、ダッズ村プロジェクトのメンバーは、自らが子

育てに関わるようになり、話を重ねるうちに、この「お
客様化」に疑問を持ち始めました。

更には、子どもの将来を考えた時に「お客様化」し
つつある自分たち大人に育てられた子どももやはり、
自ら考える力のない人間に成長するのでは、という
危惧を感じるようになりました。

小さいながらも「一から自らつくる」ことで、「自らが
責任を負う」という「経験」を経て、自ら考え、行動で
きるのではないでしょうか。その手法として、「原理原
則のものづくり」が最適な方法だという結論を導き出
しました。

昨今叫ばれている「イクメン」や「父親の子育て参
加」や「ワークライフバランス」という言葉に添う活動
ではなく、まずは親である自分たちを「自ら育て直す」
という思いから活動を開始しています。
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活動の内容

2014 年 4 月19 日　軸組移築 
素人だけで「原理原則のものづくり」を楽しむと

していた我々ですが、この建て方に関しては、講
師としてプロの大工さんをお願いしていました。心
強く思っていましたが、まさかの前日キャンセルが
発生しました。スムーズに進むはずが、大工の卵と
素人集団による危険な棟上げを開始しました。

当日は、大阪工業技術専門学校大工技能学科
より寄贈された軸組を再利用する為に、移築と建
て方を父子、学生で行いました。順調に作業は進
んでいきました。しかし、作業中盤からトラブルが
続発しました。ですがメンバーの「まぁ〜。いけるや
ろ」の一言で続行し、なんとか皆様の協力のもと、
建て方を無事に終えることができました。

建て方終了後は上棟式を行い、その後、参加し
てくれた子どもたちの為に駄菓子撒きを行いまし
た。参加者全員が、現状の経済性のみを考えた
家づくりでは体験できないであろう「無形の価値=
経験」ができたのではと思います。

2014 年 6 月28 日〜 8 月3 日　屋根下地工事
建て方から約2か月後、不備があった小屋組の

工事を終えることが出来ました。しかし、見た目に
は余り変わってないこともあり、我々の喜びとは裏
腹に隣地で工事をするおじさんからは「あんまり
すすんでないなぁ〜」と言われる始末。しかし、通
常ではプロしか触れない小屋組の部分を素人だ
けで組みあげられたことに、喜びも倍増しました。

小屋組も無事完成して、いよいよ屋根の野地板
張の開始です。作業を重ねるごとにメンバー間の
士気も高まっていき、いよいよ今日で完成という日
は真夏の8月でした。

杉板をひたすら手打ちで釘を留めつけていきま
した。Tシャツからズボンまで汗だくです。しかし、
ほぼ休憩なしで作業したおかげで、夕方には屋
根のルーフィングまで張り終えました。

この屋根下地は真夏の作業だけに、完成時は
部活動の終わりの清 し々い気分を思い出し、言葉
には言い表せない嬉しい気持ちになれたオヤジ
たちでした。

2014 年 8 月30 日〜 9 月14 日　竹小舞
あらかじめ、放置竹林から伐採して割っておい

た竹が、いよいよ登場の時を迎えました。しかし、素
人集団である我々は竹木舞の掻きかたを全く知り
ません。そこでYouTubeで「竹木舞　掻き方」と
検索し、職人の技を盗んでいきました。

プロの領域であるが為に、「これでなければい
けない」という思考が常に頭の中にありましたが、
ものづくりの原理原則を考え、「ようは、こうなって
たらええんとちゃうの」を導き出し、思考錯誤しな
がら進めていきました。その過程では、素人ながら
に縄を編むのが得意で、「こんな感じちゃうの?」
と器用にやってのけるオヤジが出てきたり、段取り
がやたらよいオヤジを発見したりと、様々な気付き
がありました。そのような充実した活動を続けるな
かで、最終的には「出来るのか?」から「出来るや
ん! !」に我々の思考回路も変わって行き、自信がつ
きました。

2014 年 9 月21 日 
第 1 回 土壁塗りワークショップ

この日の土壁塗りは、オープンデイとしてたくさん
の方に参加して頂きました。心配していた天気も
秋晴れとなり、地域の方々を中心に70名を越える
方に参加していただきました。大人も子どもも最初
は丁寧に作業していますが、体のあちこちに土が
付き出すともうお構いなしにコテも使わず手で作
業をはじめます。同時進行でテントの中では竹細
工名人のおじさんに来ていただき、小刀を使って
竹を削り、形を作ったらマジックで思い思いに色を
つけて、オリジナル竹トンボの完成です。昼食は恒
例となったダッズはがまカレーを皆で美味しくいた
だきました。

子どもも大人も「楽しみ、遊ぶ」ということの重要
性と、土という素材を素人が扱うことの無限の可
能性を認識できた1日となりました。

また、城陽市社会福祉協議会様の協力を得て、
テントを貸して頂きました。このような活動が、一つの
団体だけでは広がりを持つことができないと、改め
て気づかせていただく良い機会をいただきました。

2014 年 11 月8 日 　

第 2 回 土壁塗りワークショップ
内部の荒壁塗りが終了し、いよいよ、外部側の

荒壁塗りを行いました。土という素材は、普段から
新建材に囲まれている大人にも子どもにも魅力的
な素材になります。この日は、そんな土を扱うとい
うこともあり、多くの地域の方々に「経験」をして頂
く為に、恒例のオープンデイとしました。ありがたい
ことに、親子10組、計30名程度の方が参加してく
れました。オープンデイ当日、子どもたちは、土を運
んでは竹木舞に向かって土を張り付け、延ばすと
いう作業を夢中になって繰り返していました。この
日参加してくれた子どもたちには、土と藁と水を混
ぜることで、藁が発酵して異様な臭いがすること、
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活動の成果

お母さんたちが行うような直接的な子育て支援を行うのでは
なく、「仕事ばかりで遊びを忘れたオヤジたち」が集まり「本気の
遊び」を思い出すことで、笑い・喜び・感動し、心に余裕を持って
家庭へ戻ります。心に余裕のあるオヤジたちの家庭への貢献
度は上がります。それが、間接的ではありますが、子育て支援に
つながるのではという楽天的な考えをもって活動してきました。

そんな中でも、8項目にわたる、「ダッズの勘所」を皆で導き出
すことができました。
1.こうでなければいけないを排除する

2.とにかく自ら楽しみ、楽しむ姿を子どもらに見せる

3. 自分にも仲間にも、

　時間や力量において必要以上に求めない

4. 課題が見つかれば、その都度本音で話しあう

5. 自らつくることの醍醐味である

　「経験 !」を共有する

6. 子どもの鋭い感覚や自走力を再評価すること!!　信じること!!

7.「危ない !」「あかん !」を禁止する。

　それが体力、耐力、自主性、社会性を育てる

8. 自らの力で、考えに考え抜いた後に、

　周りの人たちを頼る!

今後、この活動をどのように、地域のオヤジあるいは、地域の
枠を超えたオヤジたちにも発信していくのか、あるいは、興味を
示してもらえるのかが我々の1つ目の課題です。

2つ目の課題は、ダッズ村完成後のストーリーを更に明確化
し、実行していくことです。

今年度の目的であった、集まる「場」としての綴喜ハウスの建
設は、床張りと建具工事を残していますが、完成は見えつつあり
ます。ソフト面の目的である「自らを育て直す」という目標は、いま
だ道半ばです。しかし、それぞれのメンバーの心境の変化は生
まれて来ています。又、継続するということは、様々な場面や未
知の世界に飛び込むことが出来て、様々な考えを持った方 と々
出逢えるということを知りました。

まずは「自分たちが楽しむこと」というスタンスは、受け入れ
難いという方 も々いらっしゃるかもしれません。しかし、我々自身
の「働き方」や「家族との関係性」や人生における「幸福感」に
は、明らかに影響を及ぼしています。更に、継続して行くことで
地域にもなんらかの足跡を残せるのではと考えています。

最後に、私たちダッズ村では、我々大人が自分のことで精一
杯で、生真面目すぎれば、子どもたちが心底楽しい生活を送れ
るようにうまく助けてやることはできないと考えます。これらを改
善するには、大人が自ら「遊び方」を思い出すこと。そうすれば、
壁にぶつかった子どもたちへ「遊び心」を持ってアドバイスして
あげられます。このような「遊び心」を持ったオヤジをたくさん増
やし、その魅力あるオヤジたちが魅力ある地域・魅力的な人材
の育成へと導いていけると確信しています。

今後の予定

綴喜ハウス完成後は、既存の倉庫改修、デッキやピザ窯など
を設置して地域の人々が気軽に立ち寄れる仕組みをつくり、開
放していきたいと考えています。

地域に住む父親同士が、子育てあるいは子どもを通してつな
がっていくことを目指していき、父親自身が交流を心底楽しむこ
とで、父親としてのクオリティーを上げ、様々な人生観に触れる
良い機会を提供していける団体であり続けたいです。

また、その様々な交流の中には、子どもが主体となれる機会
を設けることによりその子どもの発達も促していきます。それが、
当初からの目標である、子ども達に「無形の価値=経験」をさせ
てあげるということにつながっていくのではないでしょうか。

その為にはやはり、ダッズ村建設にさまざまなオヤジや子ども
の参加を促す仕掛けをつくり、自ら村をつくることで、村に愛着を
持ってもらうことが先決です。

更には、次年度の予定である隣接した既存倉庫の改修が
完了した後は、メンバーから提案された地域防災拠点としての
ダッズ村を目指します。

滞在するための方法として、水を確保する為の井戸堀・燃料
（薪）を確保するための里山の整備・太陽光発電システムの設
置・トイレの設置・カマドの設置などを行っていきます。　

周辺の地域の人々が、非常時にダッズ村を突然利用するとい
うことにはつながらないと考えています。その対策として、ダッズ
村内だけの活動に留まらず、青谷地域の課題である休耕田や
青谷梅林の活用があります。田植え、苗や梅の収穫、収穫物を
共に食すことで人と人のつながりを強め、そのつながりが、喫緊
の課題である風景を守ることにつながるのではないでしょうか。
そしてそれが地域の「誇り」につながり、巡り巡ってダッズ村へ
の愛着へとつながり、その共通の愛着心が揺るがないコミュニ
ティーの形成につながる、そんな活動を地域の方々に提供して
いきたいと思っています。

茶色だった土が発酵することで黒くなっていること、土
は汚れても水で綺麗に洗い流せるから身体いっぱい
使って遊べることなど、様々な発見があったようです。

2014 年 11 月8 日 　瓦据付作業
屋根も安価で、素人にも出来る方法をメンバー間で

模索していました。そんな時、地主である古川徹氏から
「うちに古瓦あるし、使うか」の一言に、瓦を敷く方法
も何もかも不明な状況でしたが、「無償」というだけで、
おもわず、「おっちゃん ! ありがとうございます ! 使わせ
ていただきます ! 」と返事をしていました。ここから、瓦
の据付方法の研究が始まりました。昨今の瓦の据付
方法は、桟を打ち付け、そこに瓦を引っ掛けるという方
法を取っています。建物の構造を考えると、多少の軽
量化が図れます。更には、作業効率も上がると考えら
れます。しかし、素人のオヤジ集団にとっては、少々難
しい方法でもあります。そこで、昔ながらの土葺きを採
用しました。電気も機械も知識もない状況を、我々は皆
の力を結集して乗り越えました。

上：土壁塗りに参加した全ての子ども
と大人で記念撮影
中・下：誰にも無謀だと言われた人力
＆素人による瓦葺き
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